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出題分析 

試験時間  120分 配点 学部により異なる 大問数 3題 

分量（昨年比較）〔減少 同程度 増加〕 難易度変化（昨年比較）〔易化 同程度 難化〕 

【概評】 

3つの大問の出題で各 400字以内、合計 1,200字以内である。今年度の全小問数は 10で、昨

年度と変わらない。解答の冒頭で該当国名を答える小問が 1問あるが、すべて論述問題であ

る。また昨年度同様、指定語句を用いる問題はない。10 小問中 1 問は解答用紙 1 行のみの

25字以内で解答するものであり、しばらく見られなかった。図表類の使用は、昨年度はグラ

フ 4点、統計表 3点の計 7点であったが、今年度はⅠでグラフが 1点、Ⅱで統計表が 2点、

Ⅲでグラフが 1点の計 4点と減った。また昨年度使用されていた地図や概念図は見られない。

特定の地域のテーマから考察させ論じさせる出題は変わらず、広範な地理や社会事象の知識

を背景に指定字数以内にまとめる力が求められている。 

※配点は、商学部は 125点、経済学部は 160点、法学部は 170点、社会学部は 230点。 

 

設問別講評 

問題 出題分野・テーマ 設問内容・解答のポイント 難易度 

Ⅰ オランダの養豚業の

変遷 

オランダの養豚業の変遷についての問題。問 1は、

図Ⅰ-1からヨーロッパ連合（EU）の共通農業政策

の課徴金支払い免除による結果を指摘し、GATTの

ウルグアイラウンドに触れる。問 2は、オランダ

の養豚による国内の問題について窒素の排出を

指摘し、国外の問題として感染症など国境を越え

て広がる問題に触れて解答したい。問 3は、図Ⅰ

-1の変化の傾向を説明し、環境問題への対応とし

て肥育経営から子取り経営に転換したことに言

及したい。 

やや難 
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設問別講評 

Ⅱ 都市と生活環境、交通

手段 

日本とアメリカ合衆国を例とした、交通を軸とし

た都市の変遷や課題、生活環境に関する問題。問

1 は、現代日本において歩行者にとって不便な道

路が存在する理由を、都市の発展や自動車の普

及、それによる車道と歩道の分離に即して解答す

る。問 2は、文章中の下線部について、人が歩く

歩行者の世界から自動車に中心の世界に変化し

たことに着目して答える。問 3は、ラスヴェガス

の発展背景を述べ、持続可能性について書く。問

4は、ニューヨーク市とワシントン D.C.の生活環

境の違いを、表Ⅱ-1、表Ⅱ-2の特徴的数値や交通

手段の利用を含めて説明する。 

やや難 

Ⅲ 国家間の人の移動と

資金の移動 

移民の送り出しや外国に移住した移民による発

展途上国への送金についての問題。問 1では一個

人が外国から本国の相手に送金することが、その

国の社会経済の発展を下支えしていることに触

れる。問 2は外国への人的資本の送り出しが、そ

の国の経済発展に対して良い面と悪い面両方を

持つことを説明する問題である。問 3は、図Ⅲ-1

の A 国を指摘し、他の国を一つ選び、A 国と比較

しながら、移民の送り出しに至った背景の共通点

と相違点を説明する。 

標準 

合格のための学習法 

一橋大学の研究分野の特徴が出題に表れており、都市や産業、交通について出題される傾向

にある。今年度出題された図表類では 2020 年代まで触れられていることから、現在までの

社会情勢の変化についても出題されるため、日々触れるニュースから地域の課題やその背景

を探究する姿勢が要求される。対策としては、図表中で解答に必要な箇所を的確にとらえる

ことを日頃から意識したい。一橋大学の過去の出題以外に、東京大学、京都大学など他の国

立大学の二次試験の過去の出題についても研究するとよい。統計問題は必出であるので、統

計書を用いて各種統計に精通しておきたい。 




